
◇FD 事業報告 

2019 年度 to C 領域事業報告、及び 2020 年度の方針についてご説明いたします。 

 

菊地） 

おはようございます。ファンデベロップメント部の菊地です。 

主に To C 領域についてご説明させていただきます。 

 

◇2019 シーズン事業報告 

◆2019 シーズン観客動員数と施策 

 

 

 

2019 シーズンの平均観客動員数は 5371 人となり、2018 シーズンを下回る結果となりまし

た。 

Ｊリーグクラブの収益の柱は、広告料収入、チケット収入、グッズ収入など様々ございます

が、チケット収入だけでなく、グッズ収入やさらには広告料収入もファンの数が増えれば増

えるほど増収が見込めます。各収益を上げるためには、ファンの数の一つの指標である、観

客動員数を伸ばしていかなければなりません。 



 

 

過去 10 年間、観客動員数は 5000～6000 人前後で推移しており、ほぼ横ばいの状態が続い

ております。 

 



 

 

観客動員数、ファンを増やしていくためには、3 フェーズあると捉えています。新しいお客

様を連れてくる【新規集客】、来場者の観戦体験を高める【体験】、今後ファンになっていた

だく【定着】の 3 フェーズです。新規集客に注力しても、定着しなければファン数は積みあ

がっていきません。2019 シーズンは【体験】【定着】に注力し、新たに観戦に来ていただい

た方の離脱を防ぎ、ファン化を目指していました。これをクラブ内では、「バケツの穴を塞

ぐ」という表現をさせていただいております。 



 

 

「バケツの穴を塞ぐ」方針として、2 つあると考えております。1 つ目が、また来たいと

思ってもらえる観戦体験の提供、つまり【観戦 UX(User Experience)の向上】。2 つ目は、

また来たいと思っていただけた方への再訪のきっかけの付与、つまり【リピート促進】で

す。この 2 軸を基に施策を打っていました。 



 

 

観戦満足度には、サッカーの試合観戦における体験と、それ以外の体験の、大別するとこ

の 2 つにより評価されるものと考えています。前者における施策の具体例としては、選

手・クラブの理解や共感を深める為の試合前コンセプトムービーの放映やスタメンボード

の設置による選手紹介、またマッチプレビューや副音声サービスを活用した観戦の手助

け、更には初心者でも応援に参加しやすいように、試合中の応援歌詞をリボンビジョンに

表示したり、応援ツールとしてハリセンを配布したり、観戦体験の充実化を目指していま

した。 



 

 

また、観戦満足度の中のサッカー以外の部分については、2019 シーズンはキッズ・ファミ

リー層に注力しました。スタジアム内にキッズパークを新設し、試合以外でも満足いただけ

るような体験設計を目指していました。 



 

 

【リピート促進】の部分について、再訪のきっかけを与えるためには、お客様との接点が重

要となります。我々が接点を持つためには、皆様にＪリーグが運営しているチケットサイト、

「Ｊリーグチケット」でチケットを購入していただかなくてはいけません。そのため、Ｊリ

ーグチケットを中心に新規チケット施策を行ってきました。Ｊリーグチケットを活用し、

我々がアクセスできるデータベース上に皆様の顧客情報を集約してきました。接点を増や

すという点では、各種 SNS の運用方法の改善によって、フォロワーの積み上げ施策も行っ

ていました。 



 

 

結果としてシーズンチケットやファンクラブ会員は、昨対比 110％前後伸びています。キッ

ズパスは前年の会員が 200 人に対して、昨対比 422%で 800 人を超え大幅に増加いたしま

した。この調子で今シーズンも注力していきます。 

Ｊリーグ ID のお気に入り登録数も、昨対比 200％近くまで伸ばすことができました。この

状況を踏まえて、今シーズンの指針をお伝えいたします。 

 

 

◆2020 シーズンの指針 

＜2020 シーズン集客目標「BEYOND 7,000」の詳細はこちら＞ 

https://www.verdy.co.jp/news/9021 



 

 

昨シーズン 1 年間で、もちろんまだまだ課題は山積みですが、ある程度は「バケツの穴は塞

ぐことができた」と捉え、今シーズンはより【新規集客】、つまり新しいお客様を呼ぶこと

に注力していきます。 



 

 

具体的には、過去 10 年間で一度も達成していない平均観客動員数 7000 人という数字を目

指していきます。7000 人は、Ｊ２の平均観客動員数に満たない数です。Ｊリーグ全体を通

しても高い数値目標ではありません。しかし、7000 人達成は我々にとっては非常に難しい

数値です。近い未来に 1 万人 2 万人という数字を達成するためには、今年は 7000 人とい

う数字を達成していきたいと思っております。 

 

以下、7000 人達成に必要な目標をご紹介いたします。 

 

◆2020 シーズン数値目標 



 

 

2020 シーズンチケット会員は 100 人以上、ファンクラブ会員は 500 人以上、会員数を増

やす必要があります。キッズパス会員は、昨年の約 2 倍を目指します。シーズンチケット

の売れ行きは開幕するとどうしても伸び悩んでしまいますので、開幕後はファンクラブ会

員、キッズパス会員、更にはハーフシーズンチケット会員の獲得に注力していければと考

えております。 

 

2019 シーズンは、ホームタウン招待、優待が開催方法、申込方法の変更に伴い、数字が伸

び悩みました。今一度どのような施策を打ち出したら良いのか、新規集客に向けて再度チー

ム内で検討しています。今シーズンは昨年に比べて、高めの目標設定をしております。 

 

小学生招待はキッズパス会員を増やしていくための母数形成として必要になっていきます

ので、さらに数字を伸ばしていきます。また、Ｊリーグ ID を通じて、直接コミュニケーシ

ョンをとれるお客様を増加させていかなければなりません。Ｊリーグ ID のお気に入り登録

数も昨年に比べて 1 万人ほど増やしていきます。 

 

こういった数値目標を目指していく中で、最終的には平均観客動員数 7000 人という大目標

を達成したいと思っております。ぜひこの目標を達成するために、色々と皆様にご協力をお

願いできればと思います。 



 

最後に 1 月からファンデベロップメント部の部長となりました鈴木からご挨拶をさせてく

ださい。 

 

鈴木） 

おはようございます。朝早くからお集まりいただき、ありがとうございます。2015 年に入

社してからはずっと、パートナー営業部に所属しておりましたが、今シーズンよりファンデ

ベロップメント部の責任者となりました、鈴木雄大と申します。ぜひスタジアム等々でお声

がけいただければと思いますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

 

私からは、皆様に 6 つのお願いをさせていただきたいと思います。 

 

 

 

冒頭、菊地から話がありましたが、1 つ目は皆様の力で色々な人をスタジアムに連れてき

ていただきたいと思います。今年の平均観客動員数の目標を 7000 人としております。現

状の試算では、6000 人前後となっております。ホームゲームを 21 試合戦うことによっ

て、7000 人に到達するためには、皆様のお力添えがないと絶対に達成することができませ

ん。２つ目のお願いは、Ｊリーグチケットでのチケット購入です。こちらはＪリーグ ID

を活用させていただいて、色々な方々と直接コミュニケーションを取りたいと思っていま



す。したがいまして、Ｊリーグチケットでの購入を皆様からも多くの方々に推奨していた

だけると幸いです。3 つ目ですが、ファンクラブの来場登録です。スタジアムにお越しい

ただいた際、あるいはアウェイのスタジアムに行ったとき、「来場ポイントを貯める」と

いうことにぜひともご協力ください。ポイントを貯めていただくと特典が付与されます。

我々は今シーズンより、ポイントの引換特典を新たに見直しました。皆様に喜んでいただ

ける特典を多く考えておりますので、ポイントを貯めていただくこともお楽しみの一つに

してもらえると嬉しいです。4 つ目は、Ｊリーグ ID とワンタッチパス ID の紐づけをお願

いいたします。Ｊリーグ ID とワンタッチパスは、『Club J.LEAGUE』というＪリーグ公式

アプリから紐づけられるようになっています。この二つを紐づけていただくと、我々から

皆様へ、よりニーズの合った効果的なコミュニケーションが直接取れるようになります。

5 つ目は、クラブ公式 SNS アカウントのフォローです。我々は様々な SNS ツールを活用

しており、多くの情報を日々発信しておりますので、皆様の力で拡散していただけると幸

いです。まずはクラブの発信した情報に『いいね』『リツイート』『シェア』といったアク

ションをしていただくことで、より多くの方へと情報が広がっていきます。Twitter など

の皆様の個人アカウントで、東京ヴェルディについて沢山発信していただくことはもちろ

ん大切です。それに加えて、クラブ投稿のボタンをひとつ押すだけで 10 人、100 人と広が

る、皆さんの拡散力で力をお貸しください。6 つ目が最後のお願いとなりますが、

『Pring』というサービスの活用についてです。先日、ニュースリリース 

≪リンク：https://www.verdy.co.jp/news/8917≫も出させていただきましたが、2 月 21 日

よりサービスを開始いたします（利用方法や運用については、こちら 

≪リンク：https://www.verdy.co.jp/news/8945≫をご確認ください）。これは、クラブと

ファン・サポーターが直接コミュニケーションを図れる場所として、皆さんのアイデアや

ご意見を踏襲し、クラブ運営に役立てていくものと考えています。コミュニケーションツ

ールとして、『Pring』というサービスを導入したいと思っており、皆様からの忌憚なきご

意見を沢山頂戴できますと幸いです。 

 

質疑応答がある方は様々な質問にお答えいたしますので、引き続き宜しくお願い致します。 

https://www.verdy.co.jp/news/8917
https://www.verdy.co.jp/news/8945

